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３
年
次
の
４
月
に
「
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
出
席
し
た

こ
と
が
第
一
歩
で
、
そ
の
後

は
情
報
収
集
や
自
己
分
析
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
進
路
支
援
係
で
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
の
ほ

か
、
模
擬
面
接
を
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な

り
ま
し
た
。
面
接
試
験
で
職

員
の
方
よ
り
厳
し
い
面
接
官

に
出
会
う
こ
と
は
な
く
、
面

接
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
分

の
考
え
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
内
定
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

当
初
は
自
動
車
関
連
の
製

造
業
を
目
指
し
て
い
た
の
で

す
が
、
震
災
を
機
に
方
向
を

転
換
。
内
定
を
い
た
だ
い
た

ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、
電
気
・
空

調
設
備
な
ど
の
設
備
工
事
全

般
を
行
う
企
業
で
、
復
興
の

過
程
で
欠
か
せ
な
い
業
種
で

す
。
配
電
や
空
調
と
い
っ
た

業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
本
学
で

学
ん
だ
熱
力
学
、
流
体
力
学

と
い
っ
た
知
識
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
東
北
地

方
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
思

い
で
、
頑
張
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
（
就
職

希
望
者
総
数
に
対
す
る
数
値
）
は
８０
・
４
％
（
男
子

８０
・
７
％
、
女
子
７８
・
４
％
）
。

東
日
本
大
震
災
で
、
企
業
の
採
用
選
考
中
止
や
内

定
取
り
消
し
、
解
雇
が
起
き
た
が
、
学
生
た
ち
は
困

難
に
め
げ
ず
に
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

本
学
で
は
、
学
生
た
ち
が

希
望
の
進
路
を
選
択
で
き
る

よ
う
、「
就
職
支
援
」
と
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
の
２
つ
を
柱

に
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
個

性
に
応
じ
た
進
路
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

進
路
支
援
係
が
実
際
の
就

職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
。
入
学

後
す
ぐ
に
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
行
い
、
１
・
２
年
次
生
に

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド

を
配
布
す
る
な
ど
、
早

期
の
活
動
準
備
を
促
し

て
い
る
。

本
格
的
に
活
動
が
始

ま
る
３
年
次
に
は
経
験

豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
個

別
相
談
で
業
界
研
究
・

自
己
分
析
、
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
の
添
削
な
ど

に
応
じ
る
ほ
か
「
先
輩

（
４
年
内
定
者
）
た
ち

の
就
職
活
動
体
験
談
」

「
合
宿
型
面
接
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
と
い
っ
た
年
間
６０

回
を
超
え
る
就
職
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

震
災
の
影
響
で
東
北
地
方

で
の
活
動
が
困
難
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
首
都
圏
で

の
就
職
活
動
を
行
お
う
と
考

え
て
い
る
学
生
に
対
し
、
支

援
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
姉
妹
校

で
あ
る
専
修
大
学
の
就
職
課

の
活
用
が
あ
る
。
神
田
・
生

田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
就
職
シ
ス

テ
ム
『
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
』
の
利

用
や
求
人
情
報
の
検
索
な
ど

が
行
え
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
等
か

ら
の
支
援
と
し
て
、
無
料
宿

泊
先
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
（
渋
谷
区
代
々
木
神

園
町
）
、
無
料
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
「
私

学
会
館
別
館
８
階
資
料
室
」

（
千
代
田
区
九
段
北
）
な
ど

も
あ
る
。

内
定
先
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

第
一
志
望
の
企
業
。
大
学
で

学
ん
で
き
た
技
術
を
生
か
せ

る
こ
と
、
人
の
役
に
立
て
る

仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
が

大
き
な
志
望
動
機
で
す
。
就

活
は
イ
ン
フ
ラ
関
係
を
中
心

に
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
高
校

の
野
球
部
で
２
年
上
の
先
輩

が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
入
社
し
て

お
り
、後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

面
接
で
は
、
教
職
課
程
の

履
修
や
電
気
、
電
子
を
幅
広

く
学
ん
で
き
た
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー

ツ
用
品
店
で
販
売
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
身
に
つ
け
た
臨

機
応
変
な
人
と
の
接
し
方
も

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

面
接
直
前
に
、
進
路
支
援

室
の
ド
ア
を
た
た
き
、
進
路

支
援
係
の
職
員
の
方
に
模
擬

面
接
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
に
、

自
分
の
思
う
と
こ
ろ
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
い

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、

自
信
を
持
っ
て
面
接
に
臨
み

ま
し
た
。

就
職
活
動
は
、
勉
学
と
と

も
に
大
学
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
、
一
つ
ひ
と
つ
の
積

み
重
ね
の
結
果
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

働
く
こ
と
の
意
義
を
考
え

る
機
会
を
提
供
し
、
資
格
取

得
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
目

的
。
単
位
認
定
科
目
と
し

て
、
実
務
を
体
験
す
る
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
経
営
者
の

生
の
声
を
聞
き
、
社
会
や
企

業
の
対
す
る
理
解
を
深
め
る

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の

２
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

ま
た
、
就
職
活
動
に
自
信

を
持
っ
て
臨
め
る
よ
う
に
、

パ
ソ
コ
ン
、

販
売
士
、
公

務
員
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験

対
策
な
ど
、

幅
広
い
分
野

の
講
座
も
実

施
。
０９
年
度

か
ら
は
税
理

士
等
会
計
専

門
職
養
成
講

座
を
設
け
、

日
商
簿
記
検

定
や
税
理
士

試
験
を
目
指

す
学
生
の
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

７
月
６
日
か
ら
８
日
（
２
泊
３

日
）
ま
で
、
被
災
地
の
新
卒
者
向

け
に
実
施
し
た
企
業
面
接
・
説
明

会
「
就
活
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
大
阪

市
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

労
働
局
・
宮
城
労
働
局
・
㈳
大
阪

府
雇
用
開
発
協
会
が
主
催
し
た
企

画
で
、
本
学
か
ら
は
１３
人
が
参

加
。学

生
た
ち
は
、
東
証
１
部
・
大

証
１
部
上
場
企
業
を
は
じ
め
１６
社

に
よ
る
「
被
災
者
向
け
企
業
説
明

会
」と
、
約
２
０
０
社
に
よ
る「
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
等
就
職
フ
ェ
ア

２
０
１
１
」に
出
席
し
、内
定
獲
得

を
目
指
し
、自
己
Ｐ
Ｒ
に
励
ん
だ
。

地
元
で
の
就
職
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
新
聞
に
採
用

中
止
の
お
わ
び
が
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、
東
北
の
就
職
状
況

は
厳
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
「
今
は
チ
ャ

ン
ス
な
ん
だ
」
と
発
想
を
転

換
さ
せ
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。

被
災
者
向
け
企
業
説
明
会

は
、
被
災
地
域
の
学
生
採
用

に
前
向
き
な
企
業
ば
か
り

で
、
特
に
独
身
寮
や
社
宅
が

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
場
で
面
接

試
験
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

就
活
で
心
が
け
て
い
た
の

は
「
積
極
的
に
動
く
こ
と
」
。

被
災
し
て
避
難
所
か
ら
面
接

会
場
に
向
か
う
な
ど
、
困
難

な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自

ら
行
動
す
る
こ
と
で
「
前
を

向
い
て
い
こ
う
」
と
い
う
考

え
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

苦
労
し
た
の
は
自
己
分
析

で
す
。
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
よ

い
、
と
い
う
所
が
な
く
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
た

び
に
書
き
換
え
て
い
ま
し

た
。
茂
木
先
生
や
進
路
支
援

係
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
徐
々
に
自

分
ら
し
い
も
の
に
仕
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

行
わ
れ
た
「
先
輩
た
ち
の
就

職
活
動
体
験
談
」
で
、
銀
行

の
採
用
試
験
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験

の
難
度
が
高
い
と
言
わ
れ
、

早
く
か
ら
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

就
活
を
通
し
、
た
く
さ
ん

の
企
業
の
方
と
話
す
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や

価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
多
く

の
知
識
を
身
に
つ
け
、
お
客

様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
銀
行
員

に
な
り
た
い
で
す
。

被
災
地
の
最
前
線
で
活
動

を
続
け
る
本
学
が
地
域
復
興

の
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
地
域

と
と
も
に
復
興
す
る
こ
と
を

目
指
す
「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
宮
城
県
や
地
元
企
業
、

大
学
な
ど
と
連
携
し
、
石
巻

市
や
連
携
自
治
体
（
女
川

町
、
東
松
島
市
、
登
米
市
）

の
市
町
復
興
に
協
力
。
▽
被

災
地
域
の
防
災
と
復
興
に
関

わ
る
事
業
を
行
い
、
活
動
を

通
じ
て
本
学
の
教
育
と
研
究

の
高
度
化
を
図
る
▽
復
興
を

担
う
人
材
の
育
成
▽
共
同
研

究
拠
点
を
設
置
し
、
学
外
研

究
者
・
企
業
等
が
参
画
す
る

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
、
な
ど
中
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
取
り
組
む
。

す
で
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
共
創
研
究
セ
ン

タ
ー
は
防
災
視
察
調
査
、
大

学
開
放
セ
ン
タ
ー
は
講
演
会

を
主
催
・
支
援
し
、
経
営
学

部
の
地
域
活
性
化
研
究
会
は

「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
の

開
催
な
ど
地
域
の
方
の
意
見

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

大
学
と
し
て
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
な
ど
、
今
後
も
積

極
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
く
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
７
月
１９
日
に
は
大

学
開
放
セ
ン
タ
ー
と
ア
メ
リ

カ
大
使
館
の
共
催
で
、
災
害

復
興
講
演
会
「
災
害
復
興
に

お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
役
割
‥
ア
メ
リ
カ
の
経

験
か
ら
」
を
開
催
し
た
。
学

生
・
教
職
員
に
加
え
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
自
治
体
職
員
ら

が
出
席
し
、
米
・
パ
デ
ュ
ー

大
学
政
治
学
部
の
ダ
ニ
エ
ル

・
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
准
教
授
に

よ
る
講
演
を
聴
講
し
た
。

全１２会場で開催中です（８月１５日以降の日程は下表

参照）。大学紹介や個別面談を実施。ご子女と一緒に

参加もできます。  育友会係 ☎０２２５（２２）５０１９

◀

資
格
講
座
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
様
子

「被災者向け企業説明会」「就職フェア２０１１」に出席

「「復復興興共共生生ププロロジジェェククトト」」始始動動

中長期の視点で積極活動

「就活バスツアー」

学生１３人が参加

たたくくままししいい人人材材をを輩輩出出

地域とともに未来をつくる

人材育成、共同研究など

就

職

支

援

情
報
提
供
、講
座
な
ど
充
実

キ
ャ
リ
ア
教
育

▲ 昨年１２月に行われた就職合宿。

面接について学ぶ

バ
ス
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に

▲ 学生やボランティアらも聴講

関
西
圏
で
の
就
職
決
ま
る

大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
と
米
大
使
館
共
催

生
物
生
産
工
学
科
・

鈴

木

均

研

究

室

災
害
復
興
講
演
会
を
開
催

木
村

雅
子
さ
ん

（
宮
城
県
石
巻
市
立
女
子
高
∥
㈱
万
代
）

就

職

就

職

就

職

開開 催催 地地

ホホテテルル青青森森

ホホテテルルメメトトロロポポリリタタンン盛盛岡岡

石石巻巻専専修修大大学学

古古川川商商工工会会議議所所

アアキキタタ・・ススククエエアア

ホホテテルルキキャャッッススルル

福福島島ビビュューーホホテテルル
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開開催催日日

９月１１日（日）

９月１１日（日）

１０月８日（土）
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９月４日（日）
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